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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
発
生
し
て
４
年
の
歳
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
今
も
患
者
は
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
発
生
当
初
の
誰
が
重

症
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
、
有
効

な
治
療
法
が
確
立
し
て
い
な
い
と

い
う
状
況
か
ら
見
る
と
、
ウ
イ
ル

ス
そ
の
も
の
の
変
異
や
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
る
抗
体
保
有
者
の
増
加

等
に
よ
り
、
臨
床
現
場
で
の
緊
迫

感
、
逼
迫
感
は
軽
減
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。「
喉
元
過
ぎ
れ

ば
熱
さ
を
忘
れ
る
」
と
い
い
ま
す

が
、日
が
経
つ
に
つ
れ
、大
変
だ
っ

た
日
々
の
記
憶
も
曖
昧
に
な
っ
て

き
ま
す
。

令
和
４
年
12
月
に
感
染
症
法
が

改
正
さ
れ
、次
の
感
染
症
の
発
生
・

流
行
に
備
え
都
道
府
県
と
医
療
機

関
は
個
々
に
「
医
療
措
置
協
定
」

を
締
結
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
現
在
、
東
京
都
か
ら
各
医

療
機
関
へ
医
療
措
置
協
定
の
協

定
書
（
案
）
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
世
界
的
流
行（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）

と
な
り
ま
し
た
。
歴
史
に
紐
解
け

ば
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
お
よ
そ
１

０
０
年
に
１
度
起
き
て
お
り
、
次

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
時
に
は
今
回

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
験
し
た
医
療

従
事
者
も
住
民
も
ほ
と
ん
ど
生
存

し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。
１
９
７

０
年
代
以
降
お
よ
そ
10
年
ご
と
に

新
興
感
染
症
の
地
域
的
流
行
（
エ

ン
デ
ミ
ッ
ク
）が
起
き
て
い
ま
す
。

東
京
都
医
師
会
で
は
、
未
曾
有

の
流
行
と
な
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
の
戦
い
を
記
録

に
留
め
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に

基
づ
き
次
の
新
興
感
染
症
発
生
時

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
を

作
成
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

令
和
５
年
11
月
に
会
内
の
各
委

員
会
委
員
に
、
12
月
開
催
の
地
区

医
師
会
長
連
絡
協
議
会
で
地
区
医

師
会
と
し
て
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
振
り
返

り
」を
お
願
い
し
ま
し
た
。

振
り
返
り
を
行
っ
て
い
た

だ
く
に
あ
た
り
、
参
考
と

し
て
第
１
波
か
ら
第
８

波
ま
で
の
患
者
発
生
数

や
幾
つ
か
の
施
策
を
ま
と

め
た
図
（
下
記
）
と
記
載

項
目
案
を
作
成
し
、
提
供

い
た
し
ま
し
た
。

委
員
会
委
員
の
皆
様
に

は
、
各
委
員
会
が
担
う
領

域
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て

い
た
だ
き
た
く
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
乳
幼
児
保

健
委
員
会
で
あ
れ
ば
、
乳

幼
児
健
診
、
定
期
予
防
接

種
、
保
育
等
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
、
在
宅
医
療

委
員
会
で
あ
れ
ば
平
時
の

在
宅
医
療
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
在
宅
療
養
へ
の
支
援
に

つ
い
て
等
で
す
。

地
区
医
師
会
に
は
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
等
地
区
ご
と

の
努
力
、
う
ま
く
い
っ
た

こ
と
、
あ
る
い
は
困
難
で

あ
っ
た
こ
と
等
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

次
の
感
染
症
の
発
生
・
流

行
に
備
え
て
の
提
言
も
盛

り
込
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

委
員
会
か
ら
の
振
り
返
り
は
、

ご
意
見
を
集
約
し
、
テ
ー
マ
ご
と

あ
る
い
は
発
生
後
の
時
期
ご
と

等
に
整
理
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

関
係
す
る
皆
様
に
は
、
多
大
な

ご
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
し
っ

か
り
記
録
に
残
す
こ
と
は
、
後
世

に
対
し
て
貴
重
な
贈
り
物
に
な
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

東
京
都
医
師
会 

疾
病
対
策
担
当
理
事　
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新
興
感
染
症
発
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Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
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12
月
20
日
（
水
）、
都
内
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
令
和
５
年
東
京
都

医
師
会
役
員
就
任
披
露
並
び
に
年

末
懇
親
会
が
約
４
７
０
名
を
迎
え

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
４

年
振
り
に
立
食
形
式
で
行
わ
れ
、

司
会
進
行
は
水
野
重
樹
・
増
田
幹

生
両
理
事
が
務
め
た
。
平
川
博
之

副
会
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
の
あ
と

新
役
員
の
紹
介
が
あ
り
、
続
い
て

尾
㟢
治
夫
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ

た
。
尾
㟢
会
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
良
か
っ
た
点
は
、
一
緒

に
実
行
し
て
く
れ
る
、
信
頼
で
き

る
人
達
が
ど
う
い
う
方
々
か
分

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
」と
述
べ
た
。

ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
日
本
医
師
会
、

道
府
県
医
師
会
、
地
区
医
師
会
、

東
京
都
福
祉
局
・
保
健
医
療
局
、

消
防
庁
、
国
会
議
員
、
都
議
会
議

員
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、

看
護
協
会
に
協
力
い
た
だ
け
た
こ

と
に
よ
っ
て
「
絆
」
が
で
き
た
こ

と
に
改
め
て
関
係
各
位
へ
謝
辞

を
述
べ
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
松
本
吉
郎
日

本
医
師
会
長
よ
り
尾
㟢
会
長
の
会

長
職
５
期
目
就
任
の
お
祝
い
が
述

べ
ら
れ
、
東
京
都
医
師
会
か
ら
日

本
医
師
会
へ
の
推
薦
が
あ
っ
た
⻆

田
徹
・
猪
口
雄
二
日
本
医
師
会
両

副
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
５
名
の

協
力
に
謝
意
が
表
さ
れ
た
。ま
た
、

「
２
０
２
４
年
の
医
科
診
療
報
酬

が
前
回
改
定
（
＋
０
・
43
％
）
か

ら
倍
増
の
＋
０
・
88
％
改
定
で

あ
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と

で
、
今
後
こ
の
内
容
に
沿
っ
て
議

論
が
な
さ
れ
て
い
く
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
参
考
に
し
て
中
身
を

深
め
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

続
い
て
小
池
百
合
子
東
京
都
知

事
が
東
京
都
医
師
会
の
活
動
、
特

に
１
２
０
０
日
に
も
及
ぶ
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
す
る
対
応
に

つ
い
て
謝
辞
を
送
る

と
と
も
に
、「
来
年

度
に
東
京
都
感
染
症

予
防
計
画
の
改
定
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
感
染
拡
大
時

の
病
床
の
確
保
、
保

健
所
の
体
制
の
強
化

な
ど
コ
ロ
ナ
で
得
ら

れ
た
経
験
お
よ
び
知

見
を
も
と
に
計
画
的

に
医
療
体
制
を
整
え

て
い
く
」と
述
べ
た
。

多
数
の
来
賓
の

方
々
を
迎
え
、
蓮
沼

剛
副
会
長
の
閉
会
挨

拶
を
も
っ
て
盛
況
の

う
ち
に
お
開
き
と

な
っ
た
。

東
京
都
医
師
会
役
員
就
任
披
露
並
び
に
年
末
懇
親
会

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（business continuity 

plan

）
と
は
、
大
規
模
災
害
や
新

興
感
染
症
蔓
延
等
の
緊
急
事
態
に

お
い
て
、損
害
を
最
小
限
に
抑
え
、

重
要
な
業
務
を
継
続
し
早
期
復
旧

を
図
る
た
め
の
計
画
で
あ
る
。
厚

生
労
働
省
は
平
成
24
年
に
全
医
療

機
関
と
都
道
府
県
に
対
し
、「
医

療
機
関
は
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
と
も
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
に
努
め
、

都
道
府
県
は
こ
れ
ら
の
策
定
状
況

に
つ
い
て
確
認
を
行
う
こ
と
」
と

の
通
知
を
発
出
（
医
政
発
０
３
２

１
第
２
号
）。
そ
の
後
、
災
害
拠

点
病
院
、精
神
科
災
害
拠
点
病
院
、

総
合
・
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
の
指
定
要
件
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
が
追
加
さ
れ
た
。
ま
た
、
介
護

事
業
所
と
障
害
福
祉
事
業
所
に
対

し
、
令
和
６
年
４
月
ま
で
の
災
害

時
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
を
義
務
化
し
て
い

る
。
今
後
、
医
療
・
介
護
事
業
所

ご
と
の
速
や
か
な
計
画
推
進
が
望

ま
れ
る
。

一
方
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
事
業

所
ご
と
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
だ
け
で
は
在
宅

療
養
者
の
災
害
時
生
活
支
援
を
継

続
す
る
こ
と
は
困
難
だ
。
移
動
能

力
の
低
下
し
た
在
宅
療
養
者
に
対

す
る
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
事
業
所
が
異
な
る

制
度
下
で
行
っ
て
い

る
た
め
、
訪
問
系
事

業
所
が
機
能
不
全
に

陥
っ
た
際
の
代
替
機

能
の
確
保
な
ど
、
災

害
時
等
に
お
い
て
医

療
・
介
護
の
多
職
種

や
同
職
種
が
連
携
し

て
横
断
的
に
活
動
で

き
る
よ
う
な
計
画
の
策
定
が
必
要

に
な
る
。
現
在
厚
生
労
働
省
は
地

域
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
重
要
課
題
と
捉
え
、

「
在
宅
医
療
の
災
害
時
に
お
け
る

医
療
提
供
体
制
強
化
支
援
事
業
」

を
令
和
４
年
度
か
ら
全
国
展
開

し
、
令
和
５
年
度
事
業
に
は
26
の

地
域
が
参
画
し
て
い
る
。
令
和
５

年
10
月
に
行
わ
れ
た
進
捗
報
告
会

に
お
い
て
は
、
人
工
呼
吸
器
な
ど

の
生
命
維
持
装
置
や
吸
引
器
の
電

源
確
保
、
安
否
確
認
の
効
率
化
、

要
援
護
者
の
個
別
支
援
計
画
の
充

実
、
災
害
本
部
と
在
宅
ケ
ア
部
門

と
の
連
携
、
職
能
団
体
ご
と
の
役

割
分
担
、
サ
ー
ジ
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

確
保
に
向
け
た
介
護
職
の
再
配
置

な
ど
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
医
療
・
介
護
に
つ

な
が
っ
て
い
な
い
独
居
高
齢
者
や

障
害
者
へ
の
災
害
時
早
期
介
入
と

継
続
支
援
に
つ
い
て
も
検
討
が
必

要
だ
。
今
回
の
能
登
半
島
地
震
に

お
い
て
も
、
過
去
の
大
震
災
の
時

と
同
様
、
避
難
で
き
ず
に
自
宅
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
方
た
ち
の
支
援

が
遅
れ
て
い
る
。
主
と
し
て
発
災

72
時
間
内
を
対
象
と
し
た
地
域

防
災
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り

つ
つ
、
そ
れ
に
続
く
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
し

て
実
装
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

れ
る
。

今
後
、
独
居
の
超
高
齢
者
人
口

が
増
加
し
て
い
く
東
京
都
に
お
い

て
、
大
規
模
災
害
時
に
救
護
所
や

避
難
所
に
避
難
で
き
な
い
都
民
が

増
え
て
い
く
の
は
必
至
で
あ
り
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中

で
の
十
分
な
議
論
が
必
要
と
考

え
る
。

�

（
西
田
伸
一
）

事
業
所
ご
と
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
だ
け
で
在
宅
療
養
者
の
災

害
時
生
活
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
で
の
十
分
な
議
論
が

必
要
だ
。

地
域
Ｂ
Ｃ
Ｐ
について

地区医師会長
連絡協議会報告

令和6年1月19日（金）

11
月
26
日
（
日
）
に
開
催
し
、
当

日
の
模
様
を
収
録
し
た
動
画
及
び

資
料
を
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た
の
で
案
内
し
た
。

（
２
）
令
和
５
年
度
東
京
都
麻
し

ん
・
風
し
ん
予
防
対
策
事
業
医
療

従
事
者
向
け
研
修
会
の
開
催
に
つ

い
て

　

本
研
修
会
は
麻
し
ん
及
び
風
し

ん
の
両
疾
病
の
性
質
、
予
防
の
た

め
の
対
策
、
予
防
接
種
の
効
果
及

び
必
要
性
等
に
つ
い
て
広
く
周
知

を
図
る
た
め
、
１
月
27
日
（
土
）

午
後
３
時
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
す

る
。
１
月
26
日
（
金
）
ま
で
申
込

期
間
を
延
長
し
た
の
で
、
多
く
の

先
生
方
に
受
講
い
た
だ
き
た
く
案

内
し
た
。

（
３
）
令
和
５
年
度
が
ん
検
診
受

託
機
関
講
習
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

の
開
催
に
つ
い
て

　

本
講
習
会
を
、
が
ん
検
診
担
当

理
事
及
び
区
市
町
村
の
が
ん
検
診

を
受
託
し
て
い
る
医
療
機
関
の
医

師
を
対
象
に
、
１
月
29
日
（
月
）

～
２
月
28
日
（
水
）
を
視
聴
期
間

と
し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催（
録
画
配
信
）

す
る
。
１
月
25
日
（
木
）
ま
で
視

聴
申
込
を
受
け
付
け
て
い
る
の

で
、
多
く
の
先
生
方
に
ご
視
聴
い

た
だ
き
た
く
案
内
し
た
。

（
４
）｢

東
京
在
宅
医
療
塾
」
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
～
地
域
医
療
の
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
せ
よ

～
の
開
催
に
つ
い
て

　

地
域
医
療
の
目
指
す
方
向
性
と

し
て
、
在
宅
医
療
・
か
か
り
つ
け

医
機
能
・
連
携
と
協
働
を
語
り

合
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
２
月

10
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
Ｗ
Ｅ

Ｂ
開
催
す
る
。
医
学
部
生
を
含
め

た
医
療
介
護
の
全
職
種
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
く
案
内

し
た
。

（
５
）
地
域
早
期
移
行
支
援
事
業

の
実
施
に
つ
い
て

　

中
小
の
救
急
医
療
機
関
を
対
象

と
し
た
転
院
支
援
事
業
が
１
月
１

日
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
診
断
・
初

期
治
療
を
終
え
た
救
急
患
者
が
早

期
に
地
域
の
医
療
機
関
へ
転
院
で

き
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
救
急
を

多
く
受
け
入
れ
て
い
る
医
療
機
関

の
病
床
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
ご
活
用
い
た

だ
き
た
く
報
告
し
た
。

（
６
）
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

に
お
け
る
東
京
都
医
師
会
の
対
応

～
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
関
連
～
に
つ
い
て

　

１
月
１
日
に
発
生
し
た
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
本

日
ま
で
の
状
況
と
、
東
京
都
医

師
会
の
対
応
方
針
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
令
和
５
年
度
ぜ
ん
息
治
療

講
演
会
の
収
録
動
画
等
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
講
演
会
を
令
和
５
年

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

①
指
定
喫
煙
場
所
付
近
の
受
動
喫

煙
対
策
～
受
動
喫
煙
被
爆
実
態
調

査
を
踏
ま
え
て
～（
玉
川
医
師
会
）

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

①
板
橋
区
医
師
会
医
学
会
誌
に
つ

い
て�

（
板
橋
区
医
師
会
）

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他

（
１
）
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に
つ

い
て

�
（
練
馬
区
医
師
会
）

ニッポン放送（AM1242kHz／FM93 .0MHz）朝の番
組「飯田浩司のOK！Cozy up！」内で6時15分頃から5分
程度、東京都医師会の役員・委員会委員等が出演して生活
に役立つ健康情報をお届けしています。
過去の放送はすべて番組ホームページまたはポッドキャスト
から聴くことができます。

■番組ホームページ
http://www.1242.com/cozy/

■ポッドキャスト
https://omny.fm/shows/cozy-up/playlists/doctor

『モーニングライフアップ 
� 今日の早起きドクター』

放送中!

月曜から金曜 
あさ6時15分頃から
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「
ま
か
ね
し
く　

道
の
ひ
ら

け
て　

つ
ゝ
し
見
に　

ゆ
く
人

お
ほ
し　

大
久
保
の
里
」

（
真
金
敷
く
＝
鉄
道
の
建
設
）

こ
れ
は
明
治
32（
１
８
９
９
）

年
に
明
治
天
皇
が
大
久
保
の
つ

つ
じ
を
観
賞
さ
れ
、
そ
の
賑
わ

い
を
歌
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
、

そ
の
歌
碑
が
皆
中
稲
荷
神
社
内

に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
手
線
新
大
久
保
駅
か
ら
徒

歩
１
分
に
位
置
す
る
皆
中
稲
荷

神
社
は
、天
文
２
（
１
５
３
３
）

年
９
月
27
日
稲
荷
之
大
神
を
神

社
に
奉
斎
さ
れ
ま
し
た
。
以
来

こ
の
地
の
総
社
と
し
て
鎮
祭
、

新
宿
の
発
展
と
と
も
に
由
緒
あ

る
歴
史
を
も
つ
神
社
と
し
て
篤

く
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

寛
永
年
間
、徳
川
幕
府
が「
鉄

炮
組
百
人
隊
」

を
現
在
の
新
宿

区
百
人
町
に
駐

屯
さ
せ
て
か
ら

旗
本
や
上
下
の

士
に
篤
く
信
仰

さ
れ
、
町
名
も

百
人
町
と
名

づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

当
時
、
鉄
炮

組
与
力
の
射
撃

が
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
い
か

ず
、
一
夜
煩
悶

の
ま
ま
眠
り
に

落
ち
入
っ
た
と
こ
ろ
、
稲
荷
之

大
神
が
夢
枕
に
立
た
れ
た
と
の

こ
と
。
翌
朝
大
矢
場
に
て
射
撃

を
試
み
た
と
こ
ろ
百
発
百
中
、

全
て
的
中
、
見
事
な
進
境
に
驚

い
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
話

が
、
近
郷
近
在
に
伝
わ
り
、
射

撃
の
み
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
願

い
ご
と
を
す
る
参
詣
者
が
多
く

な
り
、
み
ん
な
か
ら
こ
の
神
社

を
「
皆
中
（
み
な
あ
た
る
）
の

稲
荷
」
と
称
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
以
後
「
皆
中
稲
荷

神
社
」
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

近
年
は
コ
ン
サ
ー
ト
や
ラ
イ

ブ
チ
ケ
ッ
ト
の
良
席
当
選
祈

願
、
宝
く
じ
の
当
選
祈
願
に
来

る
ば
か
り
で
は
な
く
、
海
外
の

観
光
客
ま
で
幅
広
く
訪
れ
て
い

ま
す
。

 

（
新
宿
区
医
師
会 

宮
田
直
輝
）

191２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度
は
、

５
月
８
日
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
（
以
下
、新
型
コ
ロ
ナ
）

の
５
類
移
行
に
伴
い
、
新
型
コ
ロ

ナ
前
の
医
療
活
動
を
本
格
的
に
回

復
す
る
こ
と
が
使
命
の
一
つ
で
し

た
。
し
か
し
、
全
国
的
に
急
性
期

病
院
の
患
者
関
連
の
経
営
指
標
は

２
０
１
９（
令
和
元
）年
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。
都
立
大
久
保
病
院
に

お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対

応
を
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
つ

つ
、
新
型
コ
ロ
ナ
病
床
設
置
に
伴

い
制
限
し
て
い
た
一
般
患
者
の
入

院
、
手
術
や
救
急
診
療
を
再
開
し

ま
し
た
が
、
そ
の
立
て
直
し
は
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
医
療
、

行
政
の
現
場
で
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に

お
け
る
活
動
に
ご
苦
労
を
さ
れ

て
い
る
も
の
と
お
察
し
い
た
し

ま
す
。

当
院
は
１
８
７
９
（
明
治
12
）

年
に
伝
染
病
専
門
病
院
と
し
て
発

足
し
、
そ
の
後
、
東
京
市
立
大
久

保
病
院
、
都
立
大
久
保
病
院
、
東

京
都
保
健
医
療
公
社
大
久
保
病
院

を
経
て
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）

年
に
地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都

立
病
院
機
構 

東
京
都
立
大
久
保

病
院
と
し
て
再
出
発
し
ま
し
た
。

「
大
都
市
東
京
を
医
療
で
支
え

る
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
地
域

医
療
支
援
病
院
と
し
て
地
域
医
療

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
質
の
高
い

全
人
的
医
療
を
提
供
す
る
使
命
を

担
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

都
の
医
療
政
策
と
し
て
求
め
ら
れ

る
行
政
的
医
療
、
専
門
的
な
医
療

を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
く
所
存

で
す
。

当
院
の
重
点
医
療
の
一
つ
は
救

急
医
療
（
二
次
救
急
医
療
中
心
）

で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
急
拡
大
時

に
は
、
積
極
的
に
救
急
患
者
さ
ん

を
受
け
入
れ
た
ほ
か
、
そ
の
立
地

か
ら
多
く
の
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中

毒
症
患
者
さ
ん
に
も
対
応
し
て
い

ま
す
。

当
院
は
腎
医
療
に
強
み
を
持

ち
、『
腎
セ
ン
タ
ー
』で
は
腎
内
科
、

移
植
外
科
、
透
析
室
が
協
働
し
て

腎
疾
患
の
治
療
や
生
体
腎
移
植
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
流
行
の
際
に
は
、
行
政
と

協
力
し
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
患
者

さ
ん
の
透
析
治
療
に
も
貢
献
し
て

き
ま
し
た
。

一
般
診
療
と
し
て
、『
脳
・
心
臓
・

血
管
セ
ン
タ
ー
』
で
は
脳
卒
中
の

み
な
ら
ず
不
正
脈
、
虚
血
性
心
疾

患
、
末
梢
動
脈
疾
患
な
ど
の
全
身

の
血
管
疾
患
に
対
し
て
複
数
科
、

多
職
種
で
横
断
的
な
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
一

つ
紹
介
い
た
し
ま
す
。新
た
に『
女

性
医
療
セ
ン
タ
ー
』
を
２
０
２
３

（
令
和
５
）
年
７
月
１
日
に
開
設

し
ま
し
た
。
女
性
の
思
春
期
か
ら

高
齢
期
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
の

な
い
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
婦

人
科
や
乳
腺
外
科
、
整
形
外
科
な

ど
が
連
携
し
た
診
療
体
制
の
も

と
、
月
経
困
難
症
や
乳
が
ん
、
骨

粗
し
ょ
う
症
等
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

に
関
連
し
て
生
ず
る
様
々
な
症
状

に
対
し
て
安
心
し
て
受
診
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
１

月
に
は
、
当
セ
ン
タ
ー
に
女
性
泌

尿
器
外
来
を
開
設
し
ま
し
た
。
頻

尿
、
尿
失
禁
だ
け
で
な
く
、
女
性

特
有
の
骨
盤
臓
器
脱
な
ど
の
下
部

尿
路
症
状
の
診
断
治
療
を
行
い
、

出
産
後
や
高
齢
に
な
っ
て
も
生
活

の
質
を
落
と
さ
ず
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
診
療
を
目
指
し

ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
ご
紹
介
い

た
だ
く
際
に
は
、
各
診
療
科
を
指

定
し
た
紹
介
状
の
作
成
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
放
射
線
科

で
は
Ｄ
Ｗ
Ｉ
Ｂ
Ｓ
サ
ー
チ
と
い
う

無
痛
Ｍ
Ｒ
Ｉ
乳
が
ん
検
診
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
受
け
付
け
て
お

り
、「
か
ん
た
ん
ネ
ッ
ト
予
約
」
が

で
き
ま
す
の
で
、
乳
が
ん
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
へ
の
一
助
と
し

て
関
係
者
に
お
勧
め
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。
無
痛
Ｍ
Ｒ
Ｉ
乳
が

ん
検
診
の
紹
介
状
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
が
自
費
診
療
と
な
り
ま
す
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
社
会

活
動
が
本
格
化
す
る
中
で
、
当
院

は
こ
れ
か
ら
も
地
域
連
携
に
一
層

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
ま
で

当
院
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様

の
期
待
に
沿
え
る
よ
う
「
つ
な
げ

る
医
療
で
つ
な
が
る
安
心
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
医
療
、
行
政

的
医
療
、
専
門
医
療
に
お
い
て
更

な
る
貢
献
を
目
指
す
所
存
で
す
。

最
新
の
知
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、た
ゆ
ま
ぬ
自
己
改
革
を
行
い
、

地
域
医
療
機
関
の
皆
様
と
共
に
患

者
さ
ん
に
寄
り
添
っ
た
質
の
高
い

医
療
を
提
供
し
続
け
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

つ
な
げ
る
医
療
で

つ
な
が
る
安
心

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
病
院
機
構 

東
京
都
立
大
久
保
病
院 

院
長

 

苅
田
達
郎

知ってますか？

閏年はほぼ4年に一度やってく
る。「ほぼ」というのは、100
の倍数の年（例えば1900年パ
リオリンピックの年）は閏年で
はなく、400の倍数の年（例え
ば2000年シドニーオリンピッ
クの年）は閏年となるから。つ
まり400年間に97回。ちなみ
に、日本の暦はグレゴリオ暦
が採用されている。

閏年（うるうどし）

趣 味 の 散 歩

「みなあたる」と当選祈願で
人気の古社

皆
かいちゅういなりじんじゃ

中稲荷神社

東京都立大久保病院 
女性医療センター
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詳しくは当組合ホームページをご覧ください

被保険者証の更新について

医師国保からのお知らせ

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6433（業務課）

新しい被保険者証は、3月中旬から各事業所宛に、簡易書留
にて郵送いたします。
（大学医師会所属の先生につきましては、医局またはご自宅
へ郵送いたします。）

※  70～74歳の方がお持ちの、「高齢受給者証」の有効期限は
令和6年7月31日（75歳になる方は75歳の誕生日前日）
です。お間違いのないようお願いいたします。

現在皆様がお持ちの被保険者証の
有効期限は、令和6年3月31日です。

自
薦
・
他
薦
O
K
　
募
集
中
！

　

各
地
区
医
師
会
に
お
か
れ
ま
し
て
、
会
員
が
出
版
さ
れ
た

本
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
こ
の
掲
示
板
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

都
医
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
本
年
も
会
員
の
先
生
方
が
出
版
さ

れ
ま
し
た
本
を
募
集
い
た
し
ま
す
。こ
の
掲
示
板
の
コ
ー
ナ
ー

は
、
主
に
会
員
の
先
生
方
が
出
版
さ
れ
た
本
を
中
心
に
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

　

ご
自
身
で
、
ま
た
は
お
知
り
合
い
の
先
生
で
本
を
出
版
さ

れ
た
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
東
京
都
医

師
会
・
広
報
学
術
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】東
京
都
医
師
会
・
広
報
学
術
課
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１

医師会員先生方
ご著書を
ご紹介ください

森岡成太練馬区医師会

　わたくしが整形外科を選んだのは父の影響はもちろんありま

すが、小さな頃からスポーツをすることが好きであり、中学・

高校・大学と運動系の部活に所属してきたことが大きく影響し

ています。

　特に大学ではラグビー部に入り、よき先輩後輩に恵まれとて

も充実した学生時代を過ごせたことは忘れられません。（関東の

医歯薬リーグは大学院生も出場できるようになり、小生も出場

し骨折したことは一生の汚点です。）

　今では観戦がもっぱらの趣味となっていますが、最近の観戦

に行った時のことを少し書かせていただければと思います。

　まずは2015年ラグビーワールドカップ、皆さんもご記憶に

あるかもしれませんが、南アフリカ戦の勝利の感動は忘れられ

ません（わたくしが生きている間に南アフリカに勝つとは思い

もよらなかったので）。真夜中に雄叫びをあげたのは言うまで

もありません。

　その４年後日本でついにワールドカップが開催され、グルー

プリーグ突破、決勝トーナメント一回戦では南アフリカにリベ

ンジをされてしまいましたが、確実に近づいてきていることは

一ラグビーファンとして嬉しく思っていたところです。

　そんな中2022年にニュージーランドの来日が決定し、１試

合のみ、それも新国立競技場での開催です。めったにない幸運

に恵まれ観戦できる事となりました。友人、妻の三人で観戦す

ることとなりました。

　試合当日は、午前診療が終わりに差し掛かったころ、診療終

了直前にレントゲン撮影にトラブルが発生。突然、撮影ができ

なくなったのです。何度も何度もスイッチを押しても照射され

ません。若干、パニック。業者さんに連絡しても原因がわからず、

結局撮影はできるようにならず、超音波などで代用し何とか終

了。時計は13時45分を指していました。試合開始まで約45分。

ダッシュで電車に飛び乗り信濃町まで向かいます。武蔵関駅ま

ではもちろん、信濃町の駅を降りてからも猛ダッシュ。ここ数

年で一番です。

　会場に何とかついた時には14時29分。初めての新国立競技

場、会場内は熱気と活気に満ち溢れていました。試合前にギリ

ギリ間に合い、本物のハカを間近に見ることができ、さらに最

高の場所（新国立競技場）での観戦ができ臨場感、迫力はすさま

じく最高の時間でした。

　試合は惜しくも31対38で敗れはしましたが、あのニュージー

ランドに善戦、最高の試合で、最高の一日となりました。

　これで翌週からの仕事がはかどったのは言うまでもありませ

ん。これからもラグビー観戦を糧に仕事を頑張っていこうと思

います。（笑）

　今ちょうど、FIFAワールドカップが開催中。サッカーもド

イツ、スペインと優勝経験国に連勝し、グループ突破で盛り上

がっておりますが、ラグビーも負けてられません。次回のワー

ルドカップでは優勝を狙ってほしいものです。（笑）
 （練馬区医師会「だより」2023年1月 第658号より抜粋）

わたくしの趣味～ラグビー観戦～
ふれあいポスト 各地区会報から

試合開始前の新国立競技場　晴天なり
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２
０
２
４
年
、
ぼ
ち
ぼ
ち
空
い
た

頃
か
な
、
と
思
い
な
が
ら
初
詣
に
出

掛
け
て
い
る
最
中
に
、
か
つ
て
極
度

の
緊
張
や
不
安
を
強
い
ら
れ
た
ア

ラ
ー
ト
に
足
を
止
め
た
。
東
日
本
大

震
災
の
後
辛
く
な
る
程
聞
か
さ
れ
た

警
報
音
だ
っ
た
。
世
田
谷
の
地
を
歩

い
て
い
た
時
に
、
揺
れ
を
自
覚
す
る

こ
と
は
な
く
、
の
ん
び
り
と
帰
宅
後

に
見
た
ニ
ュ
ー
ス
は
酷
い
モ
ノ
だ
っ

た
。
映
像
は
建
物
の
倒
壊
す
る
瞬
間

を
捉
え
て
い
た
り
、
津
波
に
対
す
る

警
報
が
止
ま
な
か
っ
た
り
。

　

あ
る
雑
誌
で
、
最
近
の
社
会
人
研

修
で
課
題
を
出
す
と
、
大
手
企
業
の

幹
部
候
補
生
に
お
い
て
も
「
他
で
は

こ
の
状
況
で
ど
う
い
っ
た
対
処
方
法

が
あ
っ
た
の
か
」
な
ど
、
自
ら
解
答

を
導
き
出
す
努
力
を
せ
ず
、
解
答
を

求
め
る
傾
向
が
強
い
と
い
う
記
事
を

目
に
し
た
。
更
に
は
、
自
ら
を
規
制

し
て
厳
し
く
勉
学
に
励
み
難
関
大
学

に
入
学
し
た
人
間
ほ
ど
、
正
解
に
こ

だ
わ
る
傾
向
が
強
い
、
と
い
う
考
察

が
あ
り
、
こ
れ
が
「
正
義
主
義
」
を

蔓
延
さ
せ
、
そ
こ
に
現
在
で
は
生
成

Ａ
Ｉ
が
圧
倒
的
な
知
識
を
持
っ
て
誕

生
し
、
こ
の
正
義
至
上
主
義
を
凌
駕

し
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
締
め
く
く

ら
れ
て
い
た
。

　

今
回
の
震
災
の
報
道
か
ら
得
ら
れ

る
情
報
で
は
、
以
前
の
震
災
の
レ
ガ

シ
ー
は
悲
し
い
か
な
見
当
た
ら
な

い
。
当
然
被
災
地
で
の
連
携
方
法
や

援
助
施
策
に
は
影
響
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
が
、
一
般
の
被
災
者
の
方
々
は
、

あ
の
時
と
同
様
の
悲
し
く
厳
し
い
現

実
を
日
々
経
験
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

見
受
け
る
。

　

も
し
生
成
Ａ
Ｉ
が
出
し
た
モ
ノ
が

解
答
の
一
つ
な
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て

今
後
は
何
か
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。

期
待
し
た
い
が
、
全
く
の
ニ
セ
モ
ノ

が
出
て
き
そ
う
な
気
も
す
る
。
人
々

の
生
活
や
イ
ン
フ
ラ
、
も
っ
と
言
え

ば
慣
習
が
変
わ
ら
な
い
限
り
、
根
本

的
な
対
策
は
困
難
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
で
も
こ
れ
以
上
の
被
害
に

は
遭
遇
し
た
く
な
い
し
見
聞
き
す
る

の
も
辛
す
ぎ
る
。
何
と
か
食
い
止
め

る
た
め
の
解
答
を
模
索
し
た
い
。

　

こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
に
よ
り

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
１
日
も
早
く

日
常
が
戻
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
今

な
お
被
災
地
に
お
い
て
救
護
・
救
助

に
尽
力
頂
い
て
い
る
方
々
に
も
、
ど

う
か
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
坪
田 

淳
）

無 声 拝 聴 災害のレガシーとは

今回の診療報酬改定より、施行時期が6月1日に変更されることをふま
え、開催時期や開催形態等を検討中です。詳細が決まり次第、以下のペー
ジに掲載いたします。
なお、改定に伴う関東信越厚生局の説明会（集団指導）は、前回同様、実地
では開催されず、代わりに動画配信が行われる予定です。

令和6年度 診療報酬改定に関する情報（都医ホームページ）
https://www.tokyo.med.or.jp/33034
※令和6年度 診療報酬改定に係る資料や講習会の
　最新情報を掲載しております。

令和 6 年 診療報酬改定講習会

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

感
染
症
豆
知
識

　新生児は無菌に近い状態で出生した後、すぐに腸管内に細
菌が見られるようになる。最初に腸内で優勢になるのは酸素
下でも生育可能な通性嫌気性菌で、その後酸素が消費されて
しまうと偏性嫌気性菌が優勢になる。その結果、生後1週間
でビフィズス菌が優勢となり授乳中はそれが続く。離乳食が
始まると菌の種類は多様化し3歳頃に成人と同様となる。
　腸管免疫の成熟には正常な腸管細菌叢の確立が必要であ
り、それが阻害されると炎症性腸疾患等の消化管疾患だけで
なく、喘息等の呼吸器疾患、糖尿病等の代謝性疾患、アトピー
性皮膚炎等の皮膚疾患、自閉症等の脳神経疾患などさまざま
な疾患の発症と関連することが分かってきた。すなわち腸内
常在菌は我々の健康を維持するのに必要不可欠なものなので
ある。
　興味深いのはこれら常在菌の由来である。腸内細菌叢は動
物種に特異的とされる。世界各地の人類や類人猿の腸内細菌
の系統樹を書くと、霊長類の系統樹と似たものとなることか
ら、人類や霊長類とその常在菌はいわば共進化してきたと考
えられる。親から子に常在菌を受け継ぐシステムとしては産
道通過時、母子・父子接触時、授乳時等が考えられる。実際、
経腟分娩と帝王切開、母乳と人工乳、抗菌剤の使用の有無で
新生児の腸内細菌叢に違いが見られ、その影響は比較的長く
続くという。
　2000年代に次世代シーケンサーが登場し、メタゲノム解析
により常在細菌叢への理解が深まってきた。分娩方法、分娩
時の抗菌薬の投与、母児接触、授乳、新生児期の抗菌薬の投
与等出産前後のイベントが児の常在菌に変化をもたらし、ひ
いては将来の健康状態に影響する可能性があるのである。周
産期医療は元気な母子を送り出したら終わりではないという
ことだ。 （文責：山下隆博）

人類と常在菌の共進化

問
合
先

（公財）日本国際医学協会 事務局　東京都世田谷区上馬1-11-9 3F
TEL：03-5486-0601　FAX：03-5486-0599
E-mail：imsj@imsj.or.jp　URL：https://www.imsj.or.jp/

第463回 国際治療談話会 例会「副甲状腺疾患の最新診療」

問
合
先
慈恵医大生涯学習センターまたは慈恵医師会
TEL：03-3433-1111（大代表）（内線2634・2636）

会場▶慈恵大学病院 中央棟会議室（8階）　時間▶16時～18時
開催日・内容▶ ※一部変更する場合があります

第266回 4月13日（土） 
「呼吸器疾患に使う吸入薬の使い方」沼田尊功（呼吸器内科）16時～17時
「電子タバコと呼吸器疾患」村松弘康（呼吸器内科）17時～18時　
第267回 6月8日（土）
「片頭痛の最新治療」常喜達裕（総合診療部）16時～17時
「神経難病の新薬について」梅原 淳（脳神経内科）17時～18時　
第268回 11月9日（土）
「日常診療における発疹の見方～乾癬を含めて～」梅澤慶紀（皮膚科）16時～17時
「アトピー性皮膚炎の最新治療」出来尾格（皮膚科）17時～18時

2024年度 慈恵医大月例セミナー（日本医師会生涯教育講座）

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

日時▶3月21日（木） 19時～21時　形式▶ハイブリッド講演
会場▶紀尾井フォーラム　開会挨拶▶石橋健一（（公財）日本国際医学協会 理事長）

座長▶伊藤公一（（公財）日本国際医学協会 常務理事）

〔第1部〕感想▶「がん教育の現場における子宮頸がんとHPVワクチン啓発の最前線」
難波美智代（一般社団法人シンクパール 代表理事／一般社団法人PHR普及推進協議会 理事）

〔第2部〕講演Ⅰ「腎性副甲状腺機能亢進症への外科的治療」日比八束（藤田医科大学医学部内
分泌外科 教授）　講演Ⅱ「原発性副甲状腺機能亢進症に対する手術加療について」友田智哲
（伊藤病院 外科医長）

申込方法▶3月18日（月）までに、右記2次元コードまたは当協会ホーム
ページよりZoomウェビナーへの事前登録をお願いいたします。
参加・視聴▶無料
取得単位▶日医生涯教育制度1.5単位（CC：11、0）予定

問
合
先

東京慈恵会医科大学附属病院　東京都港区西新橋3-19-18
患者支援・医療連携センター 医療連携室
TEL：03-5400-1202（直通）　FAX：03-5401-1879

東京慈恵会医科大学附属病院医療連携フォーラム
5年先の医療と介護を一緒に予測してみませんか？
― 第8次医療計画と地域医療の将来 ―

日時▶3月14日（木） 19時～20時30分　
会場▶東京慈恵会医科大学2号館講堂・Zoom
講演①「東京都医師会から見た地域医療の課題～TMA近未来医療会議の議論を踏まえて～」
鳥居 明（東京都医師会 理事／鳥居内科クリニック 院長）　

講演②「令和6年度 診療報酬改定を踏まえた、地域完結型の医療・介護提供体制の構築
について」矢島鉄也（一般財団法人医療経済研究・社会保険福祉協会 医療経済研究
機構政策推進部副部長（企画戦略担当）／元厚生労働省健康局長 千葉県病院事業管理者）

申込方法▶右記2次元コードよりお申し込みください。
取得単位▶日医生涯教育制度1.5単位（CC：12）予定
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2023年度より東邦大学医師会長を拝命いたしました中島と申し
ます。診療科は泌尿器科です。どうかお見知りおきのほどよろしく
お願い申し上げます。このたび「地区医師会長からの一言」の原稿
依頼を受け、一筆添えさせていただく次第です。
大学医師会執行部の末席に加えていただいてからすでに10年近

くになろうとしていますが、更にこのたび会長に就任するにあたり、
実のところ医師会、特に大学医師会の存在意義は何だろうかと自
問自答する日々でした。正直申し上げると「医師会」はどちらかと
いうと政治的な活動ばかりをしているイメージで、あまり良い印象
を持っておりませんでした。個人的な話で恐縮ですが、元々帝国
軍人にならんとしていた身としては（物心ついた時には帝国陸海軍
は存在しておりませんでした）、「世論に惑わす政治に拘らす只々一
途に己か本分の忠節を守り…」を、医師免許を受領してなお生きる
よすがの一つとして記銘しております。従って軍人ではないにして
も政治的なことには拘らないことを良しとしていたのですが、組織
の中に身を置くと必ずしもそのような青臭いことばかり言ってはい
られない場面に直面することが多いのも現実でした。
翻って東京都医師会の目的を拝見すると、定款第3条に「日本医

師会及び郡市区等医師会との連携のもと、医道を昂揚し、医学技
術の発達普及と公衆衛生の向上を図り、もって社会の福祉を増進

することを目的とする」とあります。医師会組織に対する冒涜とも
思える、誤った思い込みがあることに気付き浅学を恥じる次第です。
また最近は役目上、地区医師会の先生方と交流させていただく
機会が増えてきました。その中で今般のコロナ禍における第一線で
の活動をはじめ、医師会の先生方が個人では困難な対応に医師会
を通じて有機的に連携され、真摯に地域医療へ取り組んでいるこ
とを知りました。大学病院にいるだけではなかなか見えない事実
だと思います。こうしたことから、今は大学医師会の役割が見えて
きた気がいたします。地域連携と教育を主眼として、教育には医
療倫理、生命倫理を包含させることで単なる疾患を治癒せしめる
下医ではなく、せめては心をも癒やす中医の輩出を目指し、その上
で地域医療に貢献することかと思います。アカデミアからすれば更
なる高みの上医たる対応が視野にある医師の育成も重要かと思い
ます。一方で医師としても「只々一途に己か本分の忠節を守り」は
プロフェッショナリズムの観点からも重要な覚悟だと思いますし、そ
うした認識において地域の先生方と連携がとれるのだと思います。
東邦大学医師会も職能団体としての一医師会として、医道の昂
揚と社会の福祉増進を図るべく微力ではありますが、尽力したいと
思います。
何卒よろしくお願い申し上げます。

地区医師会長からの一言
（大学）医師会の存在意義とは
東邦大学医師会長　中島耕一
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